
平成２９年１０月２０日 

平成２９年度 第３回役員会議事録 

 

◎開催日時・場所：平成 29 年 10 月 7 日、13 時 30 分より／コール田無会議室 B 

◎出席役員（11 名）：水井、鶴田、吉本、後藤、垂水、吉田寿、濱田、木村、小垣原、 

安松、小山 

◎欠席役員（4 名）：難波、飯倉、吉田昌、菅原 

◎出席委員（1 名）：小澤（途中退席） 

◎進行役：吉本 / ◎議事録作成代理：小山 

＜支部長挨拶＞ 

挨拶と共に、東京都５支部による大掛かりな「大望年会」突然の開催が提示された旨の報告

があった。（詳細は下記（「部支部関係」） 

＜報告事項＞ 

１． 各委員会の報告 

（１） 総務委員会（鶴田）―敬称略 

① 役員会・合同委員会の出席率 

6/10 62％、7/1 70％、 8/5 71％、9/2 80％ 

② 年会費納入会員 3 名（敬称略）  

西村昌弘（「市民まつり」入会）、櫻井哲郎、中村智也。未納会員 16 名➡13 名 

尚、西村さんは今期限りで脱会する（年会費が必要と思わなかった由）。 

③ 新入会員：山城
やましろ

靖彦
やすひこ

（S61 工卒、北原町）10/3 会費振込確認。 

④ 新入会候補：小林
こばやし

 太
ふとし

（H５政経卒 泉町）安松相談役が接触中で、入会濃厚。 

⑤ 総会・懇親会（来年５月開催）会場の予約 

11 月 1 日 コール田無の窓口にて、抽選により決定する。（鶴田、小山） 

（２） レクレーション委員会（吉本） 

① カラオケ同好会の開催報告と予定 

＊報告：9 月 15 日 於ファンタジー45 名用室、3 時間、会費￥3,000 

参加者 5 名： 新谷、水井、小澤、吉本、中村（武蔵野支部） 

会費は、高過ぎるとの意見があり、部屋は 16 名用にして費用削減。 

      ＊次回開催： 

       12 月 1 日（金）ファンタジー 16 名用室、18 時〜21 時 会費￥2,000 

       菅原さん（プロ歌手）参加の予定。 

（３） 広報委員会会報について（濱田） 

会報 18 号は、「私の学生時代」第 2 弾 発行日は、10 月 31 日（火）合同委員

会の日とする。寄稿者 4 名（敬称略）安田実、吉田昌弘、水井高志、濱田豊で、 

濱田が編集した。17 号は、木村幹事が編集した。編集者のそれぞれの個性があ



って良かったと思う。19 号は、12 月発行、栗田委員が編集する。掲載記事は、

ハイキング同好会の下見、カラオケ同好会の結果報告等。 

２． 北部支部関係 （水井支部長） 

（１） ホームカミングデー 10 月 22 日（日） 

当支部の役員から、鶴田、垂水、小山の 3 名が、S42 卒で招待された。 

（２） 他地域支部の総会と当地域支部の出席 

開催日が、いずれも 11 月 12 日で「市民まつり」と重なる為、下記とする。 

① 練馬地域支部：11 月 12 日 15 時より、安松相談役に出席依頼 

② 豊島地域支部：11 月 12 日 18 時より 吉本副支部長に出席依頼 

  （３）「大望年会」（忘年でなく、翌年を望む会、との趣旨） 

     12 月 15 日 19 時~21 時 駿河台キャンパス、アカデミーコモンで開催予定。 

     東京都５支部（東、西、南、北、多摩）合同の懇親会で、父母会、現役学生、 

     明大職員等、300 人以上の出席者を想定、各地域支部より、支部長、幹事長を始

めとして、数名の出席を要請されている。もとは、クリスマスパーティーとの話

であったが、名称変更はともかく、突然の大規模開催に当惑している次第。 

＜協議事項＞ 

１． レクレーション関係（吉本委員長） 

（１） カラオケ同好会（新谷委員） 

① 定期開催（毎月第 2 土曜日）とし、ホームページに常時掲載したい。 

② 12 月より第 2 土曜日、時間は、夜間は外出し難いメンバーを配慮し、14 時～

17 時とする（中途退席も可）。会費も、￥2,000 に減額（現行￥3,000）。 

③ 会報に、結果報告と次回の案内を掲載する。 

（２） ゴルフ同好会（飯倉委員） 

① 10 月 10 日開催。メンバー4 名：小垣原、鶴田、吉本、飯倉 一組 

② 次回、最低でも、2 人メンバーを増やし、二組（3+3）にしたい。 

（３） ハイキング同好会（久保田委員） 

10 月 14 日（土）御岳山でハイキング、参加予定者 久保田、濱田他 

（４） バーベキューパーティー（安松相談役） 

① 開始時間：13 時 30 分、役員は、13 時公園管理事務所に集合。 

② 新たな参加者として、中村俊信さん、近藤秋雄さんの 2 名を予定。 

③ 昨年出席の小林達哉さん、菅原幹事は、総選挙投票日前日の準備で多忙の為、

出席は困難と思われる。また、中澤顧問は、高齢により不参加。更に、石井顧

問等、に声掛けしたい。 

２． 「第１７回市民まつり」の対応について（水井支部長） 

  （１）説明会の開催 

   10 月 11 日、12 日の何れかの指定された日に、鶴田、小山の 2 名が出席し、併せて 



参加費￥16,400 を納入する。また、テント位置も判明する。 

（３） 具体的対応策 

① パネル展示は、好評により昨年度と同様とする。 

② 配布物：入会案内、入会申込書、会報、明大スポーツ紙、その他 

入会案内は、支部長の顔写真入りのカラー版を準備する（濱田）。 

③ 入会申込書者の年会費は、徴収しない（昨年度と同様）。 

④ カセットデッキ、校歌・応援歌の CD は、安松相談役に準備してい頂く 

⑤ 大学幟は、「お花見会」用に購入済の 2 本を使用（小山保管）。 

⑥ 昨年と同様に、校友課より、大学の法被を借り受ける。鶴田、小山が 

⑦ 来訪者にお茶、コーヒー等を提供することとなり、中大のテント内に湯沸器用

の電源（出展 5 大学の共用）を代表して借りて貰う（代金￥5,000）。 

5 大学（明大、早大、法大、中大、国学大）で￥1,000 を均等負担する。 

⑧ 従い、茶葉、インスタントコーヒー、及び紙コップを用意する。 

⑨ 湯沸器、保温ポットは、濱田幹事に準備して頂く。 

⑩ 「当日の手伝い者」の申出を願う。午前、午後、終日（昨年と同様の方式） 

３． 会員増強策について（水井支部長）（安松相談役） 

（１） 会費未納会員対策 

① 既存会員 3 名から納入があり、本日現在、未納会員は、13 名である。 

② 未納原因は、転勤、高齢、疾病（長期入院や療養）、親族の介護等が推測される。 

③ 昨年の「市民まつり」での入会者 16 名中 6 名が未納。卒業時の終身会費納入

を以て、以後の会費不要と理解している事も推測される（上記の西村さんの例）。 

④ 「3 年連続未納」の場合は、退会扱いとする規則になっているが、「2 年連続」

に短縮すべき、との意見が出た。 

（２） 新規会員勧誘策（対象者―年代別に絞込みは必要か？） 

① 現在、H28の北部支部総会・懇親会の案内に対して返信のあった校友で、S40卒

以降の校友（本日現在 57名、グループ１）に絞り込んで、会員候補者として、

会報を送付して来たが、14 号を以て送付を停止している。このグループから、

山城靖彦さんが入会したが、再度、入会の勧誘を行いたい。（小山） 

② 前項同様、H29 の返信は、66 名で卒業年代での絞り込みはしていない。現在、

小林太さんの入会確定で、65名である。この方々を新たな会員候補者（グルー

プ２）として、当会の存在自体の説明と共に入会勧誘したい。（小山） 

（３） 女子部の設立について（安松相談役） 

レジメの「女子部」の名称に異論が提言され、「女性部」とすべき、また、そも

そも、女性だけを分けること自体が問題との意見も。安松相談役より、「女性部」 

設立・入部勧誘の案内文が提示された。            以上 


